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   Clinically diagnosed migratory testis in patients 3-years old and over were histopathologically 
evaluated. 
   Before the pubertal age, seminiferous tubules were histologically within normal, partially im-
mature, but after the pubertal age they were degenerative as cryptorchid. 
   It was pointed  out that degenerative changes could occur in seminiferous tubules if orchiopexy is 
not performed before the prepubertal stage. 


















結 果 は,Tableの通 り であ る(Tablel).以下 に
代表 例 を呈 示 す る.
症 例1(S.M.)3歳,右 移 動性 睾 丸,左 側 は 停 留
睾 丸 で あ る.右 睾丸 の精 細 管 は 未 熟 で,管 径 も まだ 小
さ い.造 精 細 胞 はgonocyteの状 態 で あ る(Fig.1)・
症 例5(S,R.)7歳,左 移 動 性 睾 丸,右 側 は停 留 睾
丸 で あ る.左 睾 丸 の 精 細管 に は,ま た 多層 のSertoli
細 胞 とgonocyteが存 在 す る(Fig.2).
症 例6(WM.)10歳,両 側 移 動 性睾 丸 組 織 学 的
に は 精 細 管 径 は,やL増 大 し狭 い 内 腔 の 形 成 を 認 め
る.Sertoli細胞 は 一 層 に 配 列 して お り,造 精 細 胞 は
SpermatogoniaA,paletypeを思 わ せ る 形 態 を示
す(Fig.3).
症 例7(S.A.)11歳,右 移 動 性 睾 丸,組 織 学 的 に
は,精 細管 壁 の形 成 を 認 めSpermatogoniaの他に 一
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Tablel.全 症 例
睾丸 の大 き さTanner分類症 例 年齢 患側
(mm)GSPHS
組 織 学 的所 見

























































精 細 管 壁 は 軽 度 肥 厚 。



















Fig.1.症例1(S。M.)3歳,睾 丸 組 織 像1(×100,
精細 管 は,
層に 配 列 しは じめ てお り,
×200)
まだ 未熟 で あ るがSertoli細胞 は,ほ ぼ一
一 部 に は 管 腔 形成 が認 め ら
れ る.造 精 細 胞 は いわ ゆ るgonocyteの状態 に とど ま
り,Leydig細胞 は認 め られ な い.
部 にIeptotcncSpermatocyteがみ られmaturation
が み られ る も の の管 径 の縮 小 と線 維 化 が み られ 変 性 が
開 始 して い る よ うに み え る(Fig.4)。
11歳当時,睾 丸 容積 は 左右 差 は認 め られ な い が,工7
歳 の 現 在,患 側15m1,対 側20mlと 患 側 が やx小
さ く,か つ 軟 か い,内 分 泌 学 的に は,11歳で はTable
の とお りで あ る が17歳 の 現 在,LH14.3,FSH6.1
mlU/m1,テス トス テ ロ ン723ng/d1と正 常範 囲 であ
る.
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症 例5(S.T.)7歳=睾 丸 組 織 像:(×100,
腔 内 は まだ 多 数 のSertoli細胞 とそ の 間 に あ るgono・
cyteによ り占め られ,管 腔 形成 は認 め られ な い.し か






















睾丸 組 織 像(x100,×200)管
腔 は やN増 大 してお りSertoli細胞 も 成 熟 傾 向 を示 し
細胞 質 の増 大 と特 有 な 形 態 を 獲得 しつ つ あ る.造 精 細
胞 の核 に は 明 らか な 空 胞 形 成 が あ りspermatogonia
A,paletypeの形 態 に 近 い.ま た 未 熟 なLeydig細胞
を思 わ せ る細 胞 を 間 質 にわ ず か に み とめ る.
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に は,精 細 管 壁 の軽 度 肥 厚,大 部 分 の造 精 細 胞 の 消 失
が み られ る.内 分 泌学 的 に は,LH43.9,FSH40.1
mIU/ml,テス トス テ ロ ン254ng/dlであ り,Sertoli
cellonlyの状 態 で あ る(Fig.5).
症 例9(S.Y.)30歳,両側 移 動性 睾 丸,成 人例 で あ
る,組 織 学 的 に は,focalatrophyとな っ て い る部 分
の精細 管 の硝 子 化 お よび そ の 周 囲 の 精 細管 内造 精 細 胞
のdisorganizationを示 して い る(Fig.6).精液 所
見 は,精 子 数1,600×103/ml,運動 率20%,奇 形 率70
%で あ る.内 分 泌 学 的 に はLH-RH試 験(150レ,皮
下 注)でLH:9.0(前),93.6(30分),75.6(60分),
29.7(120分),FSH二2.1(前),7.1(30分),7.8(60
分),5,2(120分)mIu/mlであ り,ま たhcG刺 激
試 験(4,0001U1回 筋 注 法)で は,テ ス トス テ ロン
濃 度 は 刺 激 前590か ら72時 間 後 で は832ng/dlへと






Fig.4.症例7(s.A.)11歳,睾 丸 組 織 像(×100,×200)精
細 管 腔 の 形 成 をみ とめspermatogoniaの他 に一 部に
leptotenespermatocyteカ～み ら れmaturationがみ
られ るが,い っぽ う管腔 の縮 小 と線 維 化 が み られ 変 性



























































Fig.6.睾 丸 組 織 像(×100)高 度 の硝
そ の
周 囲 の 精 細 管 で はspermatidの形 成 は み ら れ る
が,disorganization著明 で管 腔 は 消 失 し て い る.
Leydig細胞 は 豊 富 に存 在 して い る.
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